
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 奈良佐保短期大学 
設置者名 学校法人佐保会学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

 

生活未来科 

生活福祉コース 

夜 ・

通信 

2 

 

12 14 7  

生活未来科 

食物栄養コース 

夜 ・

通信 
5 7 7  

生活未来科 

ビジネスキャリアコース 

夜 ・

通信 
5 7 7  

 

地域こども学科 

こども保育コース 

夜 ・

通信 
5 

5 12  7  

地域こども学科 

こども教育コース 

夜 ・

通信 
8 15 7  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.narasaho-c.ac.jp/campus_life/mso9ur000000xwwh.html 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 
  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 奈良佐保短期大学 
設置者名 学校法人佐保会学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://www.narasaho-c.ac.jp/college_info/mso9ur0000007q7y.html の財務情報関係

(PDF)に氏名のみ公表 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 

担当する

職務内容 

や期待す

る役割 

非常勤 
現職：（一般社団法人） 

佐保会理事長 

自：令和 2 年 10 月 25 日

～至:一般社団法人佐保

会理事長の職を退くまで 

総務担当 

非常勤 
前職：（国立大学法人） 

奈良女子大学理事 

自：平成 29 年 8 月 1日～

至：令和 3年 7月 31 日 
総務担当 

非常勤 
現職：（医療法人）和

幸会理事長 

自：平成 29 年 8 月 1日～

至：令和 3年 7月 31 日 
総務担当 

非常勤 
現職：（社会福祉法人） 

佐保会理事 

自：令和 2 年 10 月 25 日

～至：令和 3年 7月 31 日 
総務担当 

非常勤 
前職：奈良女子大学教

授 

自：平成 29 年 8 月 1日～

至：令和 3年 7月 31 日 
総務担当 

非常勤 
現職：奈良リズム・ダ

ンス療法研究所代表 

自：平成 29 年 8 月 1日～

至：令和 3年 7月 31 日 
総務担当 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 奈良佐保短期大学 

設置者名 学校法人佐保会学園 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

授業計画（シラバス）の作成は、前年度の１月初旬に依頼し、３月に本学 WEB サイ

ト（学生情報システム saho navi）に全文を掲載・公開している。作成にあたって

は、「シラバス作成要領」及び「作成例」を配付し、学生にわかり易く、必要な情報

を漏らさないように作成することにしている。提出したシラバスは、教務委員会によ

って内容を検討し、必要に応じて変更をお願いする場合があることを伝えている。 

シラバスには、科目コード、ナンバリング、単位数、開講時期、担当教員、学修内

容、学修成果、到達目標、授業計画、事前・事後学修の内容及び必要時間、試験実施

の有無、教科書、参考書、成績評価の方法・基準について記載している。授業形態に

ついては、各学科コースのカリキュラムに記載している。 

実務経験のある教員等による授業科目ついては、本年度はシラバスに掲載できなかっ

たため、別途「実務経験のある教員による授業科目一覧」に示し、学生に補足説明し

ている。 

授業計画書の公表方法 

https://www.narasaho-

c.ac.jp/campus_life/mso9ur000000xwwh.html 

刊行物：学生便覧（入手方法：本学に連絡） 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

授業科目を修了したとき、特に定める場合を除いて授業すべき時数の３分の２以上

出席した者について成績評価を行うものとしている。シラバスに記載された成績評価

の方法・基準のとおり、各授業科目の学修成果の評価を行い、これに基づき単位の授

与又は履修の認定を行っている。 

学修成果の評価については、単位取得率、ＧＰＡ、学生生活アンケート、実習等の

評価、社会活動、専門教育科目の単位取得、免許・資格の取得、就職先からの評価、

実習の評価、自己評価シートに基づく教員との面談等から評価している。 

成績評価は、Ａﾟ，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄをもって表わし、Ｃ以上を合格として単位を認

定し、Ｄを不合格として単位を認定しない。Ａﾟ，Ａ，Ｂ，Ｃの評価を得た者には、

それぞれの科目について定められた単位が与えられる。 

各学期修了後、教務委員会において全教員の成績評価を確認し、課題や問題点を挙

げている。 

より質の高い教育を行うため、直接学生の声を聞き授業に反映させることができる

「学修成果に関する調査」を全学的に実施し、授業の改善に役立てている。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 



  

 

（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

本学では、グレード・ポイント・アベレージ制度及び履修登録単位数の上限制度等

に関する内規のとおり実施している。 

（目的） 

この内規は、奈良佐保短期大学（以下「本学」という。）における成績評定平均値

グレード・ポイント・アベレージ（以下「ＧＰＡ」という。）に基づく履修登録上限

単位数について必要な事項を定め、学生の学修意欲を高めるとともに、厳格な成績評

価と学生支援に資することを目的とする。 

（定義） 

「ＧＰＡ」とは、各授業科目の５段階の成績評価に対応して４.０～０.０の評点を

付与して算出するものである。 

（対象授業科目） 

ＧＰＡの算出の対象授業科目は、学則第２２条の成績評価に則って、５段階評価を

受けた授業科目とし、本学以外で修得した授業科目又は入学前に修得した授業科目

は、ＧＰＡの算出の対象授業科目としない。 

（成績評価及びＧＰ） 

本学の定める成績評価及び成績評定「ＧＰ」は、次のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各学期の成績評価の分布状況は、教職員及び学生に公表する。 

（ＧＰＡの種類及び算出方法） 

ＧＰＡは、当該学期ごとに算出する学期ＧＰＡ、当該年度ごとに算出する年度ＧＰ

Ａ及び在学中の各学期を通算して算出する通年ＧＰＡの３種類とする。 

ＧＰＡの算出は、学期ごとに定められた日(ＧＰＡ算出基準日)までに確定した成績

に基づいて行う。 

ＧＰＡ算出基準日は、原則として前期にあっては９月１５日、後期にあっては２月

２０日とする。 

学期ＧＰＡ、年度ＧＰＡ及び通年ＧＰＡの算出方法は、次の各号の定めるところに

よるものとし、算出された数値の小数点第３位以下は四捨五入する。 

（１）学期ＧＰＡ 

ＧＰＡ＝（当該学期に履修登録した教科科目の単位×成績値）の合計  

当該学期に履修登録した科目の単位合計 

（２）年度ＧＰＡ 

ＧＰＡ＝（当該年度に履修登録した教科科目の単位×成績値）の合計  

当該年度に履修登録した科目の単位合計 

（３）通年ＧＰＡ 

ＧＰＡ＝（入学時以後に履修登録した教科科目の単位×成績値）の合計 

入学時以後に履修登録した科目の単位合計 

ＧＰＡ＝〔（Ａﾟの科目の総単位数）×４＋（Ａの科目の総単位数）×３＋（Ｂの科

目の総単位数）×２＋（Ｃの科目の総単位数）×１＋（Ｄの科目の総単位数）×０〕

÷（Ａﾟ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ（評価なしを含む）の総単位数） 

（ＧＰＡの活用） 

算出されたＧＰＡは、次のとおり活用する。 

判定 評価名称 評価点の範囲 ＧＰ 

合格 

Ａ゜ 90 点以上 4.0 

Ａ 89～80 点 3.0 

Ｂ 79～70 点 2.0 

Ｃ 69～60 点 1.0 

不合格 Ｄ 59 点以下 
0.0 

評価なし 

ＧＰＡ算出対象外 認定 単位認定科目 － 



  

（１）井田康子賞等、優秀学生の候補者選定や学内における各種奨学生の選考の基準

を、各学科コースの上位２５％までを目安にするものとする。 

（２）大学編入等の選考の基準を、学業成績が優秀で、1回生までの成績が各学科コ

ースの上位３０％以内かつ、ＧＰＡが２.０以上あり意欲がある者とする。 

（学修指導計画） 

各学科は、ＧＰＡに基づく学修指導の計画を策定し、学期ごとに学生の学修指導を

行うものとする。 

面談等の指導対象者の基準は、ＧＰＡ２.０ポイント以下とし、学修指導の要否につ

いて学科会議で検討する。 

連続する２学期において、各学期のＧＰＡが共に１.０未満であった学生は、学科長

から厳重注意を行う。 

連続する３学期において、各学期のＧＰＡが共に０.７５未満であった学生は、学長

から退学を勧告する。ただし、本人及び担任の意見を聞いた上で、成業の可能性があ

ると判断されれば、この限りではない。 

各学科は、学修指導を行った結果を教務委員会に報告する。 

（ＧＰＡの通知） 

学生及び保証人へのＧＰＡの通知は、成績通知書に学期ＧＰＡ及び年度ＧＰＡを表

示することにより行う。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

https://www.narasaho-

c.ac.jp/campus_life/mso9ur000000xwwh.html 

刊行物：学生便覧（入手方法：本学に連絡） 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

本学の教育理念 1.自律する人 2.自己と他者を尊重する人 3.事象に自らかか

わる人、に基づき、学位授与の方針 社会生活に必要な知識と教養を身につけ、社

会に貢献できる基礎力と学科の専門的学修成果を保証するため設定した科目の単位

を修得した者に、卒業を認定し短期大学士の学位を授与する。また、各コースの学

修成果を獲得した者は免許・資格が取得できる。 

大学の学修成果 1.社会生活に必要な知識と教養を身につけ、社会に貢献でき

る。2.自律の精神に則り自己管理できる。3.自己と他者を尊重することができる。

4.積極的に社会と関わることができることとし、生活未来科では、1.専門の知識と

技術を修得し、社会に貢献できる。2.“質の高い介護福祉士”として、多様な介護

ニーズに対応できる。3.“調理ができる栄養士”として、地域の健康づくりに貢献

できる。4.ビジネスの仕組みを理解し、産業界に貢献できる。5.学外実習やインタ

ーンシップにおいて、社会人として求められる責任ある態度をとれる。6.自ら課題

を発見し、その解決に向けて努力できるようになることとしている。地域こども学

科では、1.専門の知識と技術を修得し、社会に貢献できる。2.“保育者＋
プラス

”として

得意分野を活かした保育士、幼稚園教諭、小学校教諭になる。3.学外実習におい

て、社会人として求められる責任ある態度をとれる。4.自ら課題を発見し、その解

決に向けて努力できる。5．修得した知識と教養、コミュニケーション能力を活かし

て、地域社会と共生できることとし、科目ごとの到達目標を理解し、各学科で設定

した知識や技術を獲得する。 

卒業するためには、本学に２年以上在学し、学則に定める科目を履修して６２単位以

上の取得が必要であり、その要件を満たした者に対し、教授会の議を経て学長が卒業

を認定する。卒業した者には、本学学位規程の定めるところにより短期大学士の学位

を授与する。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

https://www.narasaho-

c.ac.jp/campus_life/mso9ur000000xwwh.html 

刊行物：学生便覧（入手方法：本学に連絡） 

 

  



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 

学校名 奈良佐保短期大学 

設置者名 学校法人佐保会学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
https://www.narasaho-

c.ac.jp/college_info/mso9ur0000007q7y.html 

の財務情報関係(PDF) 

収支計算書又は損益計算書 
https://www.narasaho-

c.ac.jp/college_info/mso9ur0000007q7y.html 

の財務情報関係(PDF) 

財産目録 
https://www.narasaho-

c.ac.jp/college_info/mso9ur0000007q7y.html 

の財務情報関係(PDF) 

事業報告書 
https://www.narasaho-

c.ac.jp/college_info/mso9ur0000007q7y.html 

の実績報告書(PDF) 

監事による監査報告（書） 
https://www.narasaho-

c.ac.jp/college_info/mso9ur0000007q7y.html 

の監査報告(PDF) 
 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.narasaho-c.ac.jp/college_info/mso9ur0000007fsx.html 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法： 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1 項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 生活未来科・地域こども学科（両学科共通） 

教育研究上の目的（公表方法：本学ウェブサイト https://www.narasaho-

c.ac.jp/college_info/mso9ur00000018hx.html）                 

（概要） 

奈良佐保短期大学は、学校教育法に則り、専門の学術技芸を教授、研究し、情操を陶治し

て、教養識見高く社会の進展に貢献する有能な人材を育成することを目的及び使命とする。 

1.人に決められ、人に指示されて行動するのではなく、その時々の状況から判断し、自ら

の意思で行動することのできる人を育てます。自律する人になってほしいと考えています。 

2.自分自身の存在を価値あるものとして信頼し、自信を持つことができれば、自己を尊重

することができるようになります。そのことは、他者を受け容れ、尊重することに繋がっ

ていきます。自他の区別ができ、他者の思いや行動を理解しつつ、自ら行動できる人を育

てます。自己と他者を尊重する人になってほしいと考えています。 

3.人やもの、出来事や状況など、さまざまな事象に自分から積極的にかかわっていくこと

のできる、行動力のある人を育てます。受身ではなく、自ら事象にかかわることのできる

人になってほしいと考えています。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：本学ウェブサイト https://www.narasaho-

c.ac.jp/college_info/mso9ur00000018hx.html） 

（概要） 

社会生活に必要な知識と教養を身につけ、社会に貢献できる基礎力と学科の専門的学修成

果を保証するため設定した科目の単位を修得した者に、卒業を認定し短期大学士の学位を

授与する。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本学ウェブサイト 

https://www.narasaho-c.ac.jp/college_info/mso9ur00000018hx.html） 

（概要） 

1.本学は、学科共通の基礎教養科目と学科ごとの専門教育科目を以て教育課程を編成する。 

2.学修成果の達成に向けて、卒業に必要な科目と免許・資格取得に必要な科目をバランス

よく配置する。 

3.成績評価については、各教科で公表した評価基準に従って達成度を厳密に評価し、単位

の実質化を図る。 

4.基礎教養科目では、社会生活に必要な力を養うための「国語表現法」「キャリアデザイ

ン」の他に、奈良を学ぶ科目として「奈良の伝統行事」や「奈良の伝統工芸」などを開講

する。 

5.専門教育科目では、学科・コースの特性を活かした科目を開講する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：本学ウェブサイト https://www.narasaho-

c.ac.jp/college_info/mso9ur00000018hx.html） 

（概要） 

1.入学後の学修に必要な基礎学力を有している人 

2.本学の教育理念を理解している人 

3.本学の設定した学修成果の獲得に向けて努力する人 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.narasaho-c.ac.jp/college_info/mso9ur0000007pi3.html 

 

 

 

 

 

 



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 2 人 － 2 人

生活未来科 － 4 人 2人 3人 2人 2人 13 人

地域こども学科 － 3 人 2人 7人 0人 0人 12 人

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

0 人 43 人 43 人

各教員の有する学

位及び業績(教員

データベース等) 

公表方法：https://www.narasaho-c.ac.jp/college_info/mso9ur000001r3rn.html 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

生活未来科 80 人 62 人 77.5％ 160 人 123 人 76.9％ 0 人 0人 

地域こども学

科 100 人 66 人 66％ 200 人 141 人 70.5％ 0 人 0人 

合計 180 人 128 人 71.1％ 360 人 264 人 73.3％ 0 人 0人 

（備考） 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

生活未来科 
46 人

（100％）

0人

（  ％）

39 人 

（84.8％） 

7 人

（15.2％）

地域こども学

科 

66 人

（100％）

0人

（0.0％）

64 人 

（97.0％） 

2 人

（  ％）

合計 
112 人

（100％）

0人

（0％）

103 人 

（92.0％） 

9 人

（8.0％）

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

障害福祉サービス事業所・介護保険施設・社会福祉協議会・医療機関・保育所・幼保連携型認定こども園

児童福祉施設・幼稚園・委託給食会社・企業・神社 

（備考） 

 

 

 

 

 



  

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 
入学者数 

修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人

（100％）

人 

（  ％） 

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

 
人

（100％）

人 

（  ％） 

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

合計 
人

（100％）

人 

（  ％） 

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

（備考） 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

授業計画（シラバス）には、科目コード、ナンバリング、単位数、開講時期、担当教員、

学修内容、学修成果、到達目標、授業計画、事前・事後学修の内容及び必要時間、試験

実施の有無、教科書、参考書、成績評価の方法・基準について記載している。授業形態

については、各学科コースのカリキュラムに記載している。 

年間の授業計画については、教務委員会において各学科、各部署の年間行事等を集約し、

前後期１５回の授業を確保して教授会に諮っている。 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

授業科目を修了したとき、特に定める場合を除いて授業すべき時数の３分の２以上出

席した者について成績評価を行うものとしている。シラバスに記載された成績評価の方

法・基準のとおり、各授業科目の学修成果の評価を行い、これに基づき単位の授与又は

履修の認定を行っている。 

学修成果の評価については、単位取得率、ＧＰＡ、学生生活アンケート、実習等の評

価、社会活動、専門教育科目の単位取得、免許・資格の取得、就職先からの評価、実習

の評価、自己評価シートに基づく教員との面談等から評価している。 

成績評価は、Ａﾟ，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄをもって表わし、Ｃ以上を合格として単位を認定

し、Ｄを不合格として単位を認定しない。Ａﾟ，Ａ，Ｂ，Ｃの評価を得た者には、それぞ

れの科目について定められた単位が与えられる。 

各学期修了後、教務委員会において全教員の成績評価を確認し、課題や問題点を挙げ

ている。 

より質の高い教育を行うため、直接学生の声を聞き授業に反映させることができる「学修

成果に関する調査」を全学的に実施し、授業の改善に役立てている。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

 
生活未来科 62 単位 有・無 単位

地域こども学科 62 単位 有・無 単位

 
 単位 有・無 単位

 単位 有・無 単位

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項）
公表方法： 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://www.narasaho-c.ac.jp/college_info/campusmap.html 

 

  



  

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

 

生活未来

科 
1,060,000 円 200,000 円 81,000 円ほかコースごとに実習費あり 

地域こど

も学科 
1,060,000 円 200,000 円 81,000 円ほかコースごとに実習費あり 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要）本学では、担任制を取り入れきめ細かい指導を心がけている。担任は学生の相談役

として履修指導や成績管理を行い、単位不足や欠席の多い学生には状況に応じて保証人にも

連絡し、現状の理解と改善を促している。授業科目等に関する学生の質問・相談に応じる時

間帯（オフィスアワー）を設け学生に周知している。 

地域こども学科では、パーソナル・ティーチャー制度により、入学から実習前後、就職まで

同じ教員が成長の手助けをしている。また、経済的な問題が生じた時は奨学金等の相談にの

っている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要）大学入学直後から就職活動に向けての就職ガイダンスから始まり、就職活動へのカ

ウンセリング、公務員試験対策指導、就職情報のリアルタイム提供、履歴書作成指導、就職

試験対策、就職試験に極めて近い形での模擬面接試験など、一人ひとりの持つ資格や個性を

いかして満足のいく未来にたどり着けるよう、きめ細やかで堅実なサポートを行っている。

また定期的に学外専門機関（新卒応援ハローワーク、奈良しごと iセンター、奈良県福祉人

材センター）等との連携を進め、情報と進路選択肢を増やすための支援を行っている。就職

率は毎年ほぼ 100％である。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要）健康管理上留意を必要とする学生や学修支援の必要な学生の支援体制づくりをしてい

ます。学生の悩みや問題を軽減するため、教職員およびカウンセラーが相談を受ける体制をつ

くり、快適な学生生活を送れるよう支援しています。 

なかでも、昼休みをはさむ週 2 回 2 名の臨床心理士配置した取組が、生活支援及び学修支援

にもつながっています。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://www.narasaho-c.ac.jp/college_info/mso9ur0000004hgg.html 

 


